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の脱炭酸によるもの 3) 炭素鎖が不規則に切れるもの， の三種類であるが，これらの寄与の割合は
使用する触媒の種類に大きく影響される仙，被還元出発物質及び反応条件に依存し，より高氾におい






























第 2 節では Zn-AI-O 系触媒の改良と反応条件の検討を行なっている。従来検討-されていたよりも
高い反応圧 (300--400気圧)で反応させると 9596以上が不飽和アルコーノレとなり，反応生成物は分離
精製をする必要なく，そのまま界而活性剤原料として使用できるので工業的に有利である口
第 3 節では高級アノレコーノレ製造に不適当と考えられていた Fe-Cu-AI-O 触媒が低温で高活性を示
すことを認め， この触媒が飽和アノレコー jレ製造用触媒として工業的に有望なことを認めている。
第 4 節では接触還元法により高級アノレコーノレを製造する際に問題となる副生炭化水素について検討
している。炭化水素の生成は ⑦ アノレコールの脱水によるもの ③ アノレコーノレの脱メチローノレま




第 1 節ではヤシ油脂肪酸エステノレを哩鎖第三アミン存在下に Cu-Cr-O 触媒で水素化分解する新し
い方法を検討して80必以上の高収率でモノ長鎖アルキル第三アミンを得ている。
第 2 針jではヌカ油脂肪酸エステノレおよびマツコウ鯨批lを短鎖第三アミンとともに Cu-Cr-O 触媒の
存在下に水素化分解する方法を検討・している口 第三アミンの存在下では Cu-Cr-O 触媒の炭素-炭素
二重結合の水素添加能は抑制され， 飽和および不飽和混合アルキ Jレ第三アミンを生成することを認
め，少量のカドミウム石ケンを併用することにより不飽和モノ長鎖アノレキノレ第三アミンを作る乙とに
成功している。
結論では上記の結果が総括されている。
本論文は油脂の高度利用を目的とし，不飽和および飽和高級アノレコールの製造法および飽和および
不飽和モノ長鎖アノレキル第三アミンの製造方法を検討し，多くの新しい知見を加え，その工業化への
可能性を高めたもので，工業的にも，学術的にも貢献するところが大きい。
よって本論文は博士論文として価値あるものと認める口
